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心電図の日内変動による術前スクリーニング結果の 
変化により，至適センシングベクトルの選択に難渋した
Brugada 症候群の 1例
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症例はBrugada症候群（BrS）の 20代男性．原因不明失神の既往を有し，電気生理学的検査で心室

細動の誘発性を有することから，植込み型除細動器（ICD）植込み適応として，当科入院となった．

ペーシング適応のない一次予防例であり，皮下 ICD（S-ICD）の適応を検討した．初回スクリーニン

グ（午後に実施）は，左側 primaryベクトルのみが適合した．リード遠位電極を尾側，近位電極を左側

に移動し実施した修正スクリーニングでは，すべてのベクトルで適合が得られ，かつピルシカイニド

負荷試験でも左側全ベクトルで適合が確認された．翌日午前，12誘導心電図で T波の減高が捕捉さ

れたため，再度スクリーニングを実施した．初回スクリーニングの結果と異なり，通常電極位置，修

正電極位置のいずれのスクリーニングにおいても，全ベクトルで適合が得られた．一方，同日午後に

実施した3度目のスクリーニングでは，12誘導心電図で T波が増高し，初回スクリーニングと同様

の結果であった．心電図波形の日内変動を考慮し，修正電極位置で S-ICD植込みを実施し，除細動

テストで初回ショックによる停止が確認された．術後に行ったベクトルの至適化では午前は

alternateベクトルが，午後は secondaryベクトルが選択された．トレッドミル運動負荷試験におけ

る最大心拍数時の至適ベクトルは secondaryベクトルであり，最終設定は secondaryベクトルとし

た．BrSは若年患者が多く，ICD留置が長期間に及ぶことから S-ICDの有用性が期待される．一方，

BrSは心電図波形の日内および日差変動を有するため，心電図変化を考慮した複数回のスクリーニン

グ検査，リード配置の個別至適化を行うことが不適切作動のリスク低減に有用と考えられた．
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遺伝性不整脈（Brugada症候群，QT延長症候群，カテコラミン誘発性多形性心室頻拍など）に対する	
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